
生徒の反応
・文法的な間違いを指摘してくれるだけでなく、正
しい文法を教えてくれるので助かった。

・時間が足りず自分でかけなかった部分を補填して
くれて、どう書けばいいのかがよく分かった。

・AIですら間違うことがある。
→実際に110人中11人の生徒が不具合や改善点を指摘
→今後の授業で全体にフィードバックすることで，
AIを鵜呑みにせず，出力結果について自分でも考え
て利用する姿勢も育んでいきたい。

生成AIを用いた意図・期待される効果
・生徒同士のペアワークでは，生徒が相手に文法

面・内容面の間違いの指摘を行うのが難しい。
結果，リテリングしっぱなしになることが課題。
→ペアワーク後に，改めてスクールAIに発話内容を
入力することで，生徒一人ひとりが自身の英語
の改善点を知ることが可能に。

・リテリング自体は生徒同士の方が効率的・効果的。
（対面で人相手に話す経験は重要）

授業の手順
・教科書で学んだ内容を生徒が互いに英語で伝え
合う（リテリング）。
※リテリングとは，「読んだり聞いたりしたことを，
その内容を知らない人に対して口頭で伝える」活動

・自分が話した内容をスクールAIで入力する。

・文法面・内容面での改善点を確認する。

・よくわからない部分はAIに質問する。

・「学んだ点」「疑問点」「AIの間違いだと思っ
た点」「不具合など」をGoogleフォームで報告。

授業のねらい
・生徒が話したり書いたりした英語を自分自身で
改善できるようにする。

・英語のアウトプット機会を増やす。
・生成AIの出力を鵜呑みにせず，自ら考えながら
利用し，不具合を見抜く力を養う。

AIを用いた英語Retelling演習 対象：６年生 科目：英語コミュニケーションⅢ



実際の
チャット画面①
（生徒入力）



実際の
チャット画面②
（文法面の修正）



実際の
チャット画面③
（内容面の修正）



実際の
チャット画面④
（生徒が質問）


